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Abstract: The theme of 'solving social issues' using Digital Twin was presented as a practical 
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はじめに

これは東京国際工科専門職大学の地域共創デザイン実習で行ったものをまとめたもので
ある。デジタルツインとは、現実世界を模した 3Dモデルと、それに紐づくデータが統合
された仮想現実を作成し、それを用いて新たなソリューションを見つけるプロセス全体を
表すものである。実習課題でデジタルツインを用いて「社会課題を解決する」をテーマと
して提示された。「選挙の投票率を上げること」を選定した理由、課題の解決方法を提案し、
小規模地域での可視化のための作成したプロトタイプについて述べる。

１．選挙の投票率を上げることをテーマとして選定した理由

現在日本にはインフラ問題やエネルギー問題、人口の過疎過密など様々な地域課題が存
在している。それらの課題を一つ一つ解決することも大事であるが、根本的に解決するべ
きなのは政治や政策なのではないのかという考えに基づいて、選挙の投票率を上げること
をテーマとして選んだ。
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２．各年代の選挙投票率

図 1は、衆議院議員総選挙における年代別投票率を表すグラフである。このグラフより、
投票率が低いのは 30代、20代、10代である。特に、投票率が低いの 20代である。若年
者の投票率が低いと、政治家は若者受けがいいものよりも年配の方が得するような政策を
多く公約として出す。その結果、40代以上の人を優先するような政治となる。その結果、
将来の日本を背負う後進の育成の遅れ、子育て世代への負担の増加による出生率の低下な
どを防げず、人口が減少や国際競争力の低下が考えられる。また、投票率が低いと政治家
は政治に対して真剣に向き合う必要性が低くなる。理由としては、適当に政治を実施して
も、自分を支持している国民に対していい印象を残せば、次も当選できるからである。し
かし、若年者の投票率が高ければ政治家は政治に対して真剣に取り組まなければいけなく
なり、どの世代も同じような割合の投票率になれば、すべての世代が納得するような政治
を行う必要があるようになる。現状として、政治家がまじめに働いていない証拠として、
国会で寝ている映像がテレビで放映されていたり、税金の横領問題がニュースで報道され
ている。そのような問題を失くすためには、投票率を上げて政治家に危機感を持たせるこ
とが大事である。また、若年者の選挙率が低いと、より良い公約を考えている新しい世代
の政治家の参入が難しくなる。以上の理由より、投票率が低いことは問題だと考えられる。
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図 1　衆議院員総選挙における年代別投票率の推移

３．課題の解決案

目的は、20代、30代の有権者に政治について興味を持ってもらい、若年者の投票率を
上げることである。それを実現するために、デジタルツインを用いて公約の可視化する必
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要がある。具体的には、政党が公約として実現する前と実現した後をデジタルツイン上で
再現する。そうすることで、政治で何が変わったのか自分の目で俯瞰的に確かめることが
できる。その結果、政治に興味を持ち投票率が上がる効果が期待できる。選挙での公約を
デジタルツイン上で再現できれば、有権者が公約をイメージすることが容易になり、投票
率が上がると考えられるからである。

４．可視化について

４．１　小規模地域の選定

最終目標は、デジタルツインで日本全国の政策や公約を実現し、日本の選挙投票率を向
上させることである。しかし、いきなり日本全体をデジタルツイン化させるのは困難であ
るため、プロトタイプでは小規模地域でデジタルツインを用いた投票率向上を目指す。
選んだ小規模地域は、長野県飯田市である。理由は 2つある。1つ目は「中央新幹線が

開業するから」からである。中央新幹線とは、東京大阪間をつなぐ新幹線である。その途
中下車駅に飯田駅があり、飯田市は現在飯田駅を中心とした街づくりが進んでいる。そこ
で、デジタルツインを用いて飯田市の公約や未来像を現実世界よりも先に可視化すること
により、市長がどのようなことを考えていて市がどういった方向に向かっているのか知る
ことができる。市長を選ぶときの判断材料にすることができる。

2つ目の理由は、飯田市の選挙投票率が国の選挙投票率の推移と似ているからである。
図 2は飯田市議会議員選挙の投票率推移で、図 3は衆議院総選挙における投票率の推移で
ある。衆議院総選挙のほうが、投票率の低下が大きい。しかし、令和 3年の投票率は飯田
市が 60.74％に対して衆議院総選挙は 55.93%で、5%の違いのみである。もしも、今回の
解決方法が成功し、飯田市の投票率が 10%程度向上することができれば、全国を舞台に
しても、投票率を 10%程度上げることが可能になると考えられるからでる。
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図 2　飯田市議会議員選挙　投票率の推移

  

図 3　衆議院議員総選挙における投票率の推移

４．２　飯田市民の望んでいる公約

図 4より、飯田市が今後力を入れるべきと思う施策のベスト 4を挙げると次のようにな
る。

(　)内の数字は「そう思う」よと「どちらかと言えばそう思う」を足した数字である。
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1.　稼ぎ、安心して働ける「魅力ある産業」を作る (87.4%)
2.　飯田の魅力を発信し、飯田市への人の流れをつくる (84.6%)
3.　災害等に備え、社会基盤を強化し、防災力の向上を図る (84%)
4.　結婚・出産・子育ての希望をかなえる (84%)

上の 4つを解決するためには、中央新幹線が通る飯田駅を中心に街づくりを進めれば解
決できると考えられる。

 

  図 4　飯田市民が望んでいる公約

４．３　可視化する内容

2022年現在の飯田駅周辺の 3Dマップと中央新幹線開業後の飯田駅周辺の 3Dマップを
作成し、交通機関が増えたことによる利便性や買い物のしやすさを可視化する。また、人
の流れはどのように変化するのか、中央新幹線開業後どのような経済効果があるのかをデ
ジタルツイン上で再現する。そのような、データを飯田市民に提供することにより市長の
政策や政治に興味関心を抱かせることが可能になる。

５．プロトタイプの作成

プロトタイプを作成するために、ツールとして Blenderと Cesium ion（図 5）を用いた。
Blenderは 3Dモデリングができるツールであり、オープンソフトウェアとなっており、
無償で提供されているため誰でも使用することができるものである。Cesium ionはブラウ
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ザ上で表示することができる 3Dデータのプラットフォームである。もともと地球儀が用
意されておりその上に地図や 3Dモデルなど様々な 3Dデータをビジュアライズして、分
析や解析を行うことができるツールである。Blenderでは、リニアの通る新しい駅の 3D
モデルと駅の周辺の建物のモデルを作成した。駅のモデルは完成予想図が飯田市の公式
ウェブサイトに載っているのみであった。リアルなサイズ感でなければ完成したモデルを
見ても自分たちの町にどのような感じで駅ができるのかわかりづらいため、線路の幅や駅
の柱の大きさ、平均的な道路の幅などを調べ上げ作成した。駅周辺の建物のモデルは、プ
ラトーで探したがデータがなかったため、Blenderのアドオンで google mapから 3Dモデ
ルを作成し、足りない建物は地図をもとにすべて手作業で 3Dモデルを作成した。また、
駅と周辺の建物のモデルを重ねる際邪魔な建物が多数あったのでその建物群を削除した
3Dモデルの作成も行った。

Cesium ionは、Blenderで作成した飯田駅の 3Dモデル（図 5）と駅周辺の建物（図 6）
を地球儀の飯田市に設置し、変化がわかりやすくなるように飯田市の航空写真、飯田駅
周辺の建物の 3Dモデルを挿入したもの、不要な部分を削除した駅周辺の建物と飯田駅の
3Dモデルを合わせ挿入したものの順番でそれぞれスライドを作成し流れで見ることがで
きるようにした（図 7、図 8）。
また、これらだけでは飯田駅ができた際のメリットの表示ができないため、JR東日本
のウェブサイトに掲載されている新幹線駅の一日の平均利用者のデータをもとに 2012～
2018年のグラフを作成した。十数個の駅のグラフを作成し、最も増加の仕方が良かった駅、
大宮駅、宇都宮駅、仙台駅の 3つを選出した。このデータによって新幹線駅は利用者の増
加数が少ないところもあるが、すべての駅で一日の平均利用者が増加していることがわか
り、新しくできる中央新幹線の駅の飯田駅も徐々に利用者が増加し、利用者が増加するこ
とによって経済効果なども増加すると考えられる。

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 5　Blender上で作成した中央新幹線の飯田駅の 3Dモデル
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図 6　Blender上で作成した中央新幹線の飯田駅ができる周辺の建物の 3Dモデル

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 7　Cesium ion上に中央新幹線の飯田駅の 3Dモデルと周辺の建物の 3Dモデルを挿入したもの
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図 8　Cesium ion上に中央新幹線の飯田駅の 3Dモデルと周辺の建物の 3Dモデルを挿入したもの

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9　新幹線駅の一日の平均利用者のデータを元にしたグラフ

おわりに

デジタルツインという技術を用いて、社会問題の新しい解決方法を探し出す課題に取り
組んだ。選んだ課題は「日本の若年層における投票率の低さ」についである。選挙の投票
率を調査すると、20代と 60代の投票率を比較すると約 2倍近くの差があり、これからの
日本を担うべき若年者向けの政策が通りづらくなっていることが分る。
そこで、今回提案する解決案は「政治の見える化」である。見える化とは、わかりにく
いものを誰でもわかりやすい形にして発信することである。若年者の投票率が低い理由は、
政治がわからない、投票しても現状が変わる気がしないというものである。そのため、公
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約達成で変わったこと、変わることをわかりやすくする「政治の見える化」で、投票に対
する意欲を促進できるのではないかと考えた。
デジタルツインを実際どう扱って「政治の見える化」を実現するために、2種類の手法

を用いた。1つ目は kepler.glというウェブサービスを使うことである。このサイトは任意
のパラメータをまとめた csvファイルを入稿することで、変数毎にレイヤー分けされた日
本の 2Dマップを作成することができる。このマップを使えば、政治家が達成した公約で
どのように地域の状況が変わったのか、人口推移や満足度などを視覚的に伝えることがで
きる。

2つ目は Blenderという 3 DCGツールを用いて町の 3Dマップを作り、新しくできる建
物を作成することである。例えば空港ができるとき、地域住民の反対があることは珍しい
ことではない。そこで、事前に 3Dマップ上に再現した町に施工予定の建物を再現し、そ
れを公開することで市民が町に起こる変化を事前に理解することができる。これらの解決
策を実現するためプロトタイプの作成に取り組んだが、日本全国の状況をまとめるのは現
実的ではない。そこで、今回は新しく新幹線の駅ができる長野県飯田市にターゲットを絞
ることとした。結果として、二つのプロトタイプは無事に完成したが、細かいディテール
等改善すべき点はあった。しかし、国土交通省が提供する PLATEAU等高品質なデジタル
ツインが日本の地域を再現するプロジェクトが進んでいることもあり、モデルの品質は特
に問題にならない。むしろ今後供給が増えるフリーのモデルの活用法で差別化が可能であ
るため、今回のアイデアを発案できたことは大きな成果と言える。
今回、デジタルツインを用いて公約実現による影響を見える化することで、若年層の政
治への理解を深めてもらう試みを行った。
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